
学校教育法等の一部改正を受け平成19年度より特別

支援教育が実施に移された。この教育は全国の幼稚園，

小・中学校及び高等学校において，従来の特殊教育の

対象の障害だけでなく，『個に応じた教育的支援』を

LD・ADHD・高機能自閉症等の発達障害の幼児児童

生徒に対して行う新しいプログラムである。特に一人

一人の教育ニーズをしっかり把握することにより「こ

の子はどこでつまずいているのか」の認識がもてる教

師を育て，その子どもたちのもてる力を伸ばし，幼児

期から学校卒業までの生活や学習上の困難を改善・克

服していくために必要な支援を行うものである。

児童生徒の「つまずき」の具体例をあげ，分かりや

すく解説すると次のようになる。

40人学級で担任が大きな声で「皆さん，こちらを向

きなさい」と指示する。こちらを向けない児童生徒に

は容赦なく声がとぶ。「Aさん，こちらを向きなさい」

しかし，特別支援教育では，「なぜこちらを向けなか

ったのか」をしっかり調べてから対応を考える。Aさ

んがこちらを向けなかったのは聞こえていなかったの

か（聴力の問題），聞いていなかったのか（注意集中

力の問題），言われている意味が分からなかったのか

（理解力の問題），または先生の指示に従うことよりも

っと彼にとって興味を引かれることがあったのか（優

先順位を間違えている問題）というように，必ず「指

示が聞けない」という状態には要因があると考えるべ

きであろう。特別支援教育では，この「なぜ出来ない

のか」を調べることで適切な対応や支援が生まれてく

る。

すなわち，これからの教育現場はアンテナを張り巡

らせたきめ細かいかかわりの中で，一人一人のニーズ

に「気付く」シャープな感性が教師に要求されてくる。

更にクラス一人一人の認知と学習スタイルの多様性を

見る視点が教師に生まれると，教育上のあらゆる問題

を解決させていく糸口が見つかるであろう。このこと

からも特別支援教育は学校・教員の意識改革である。
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子どもが社会において，自立的に生きるための力を
育てることを目指して教育実践が続けられています
が，こうした教育の営みは，子どもたちの姿（実態）
とその思い（意識）をとらえながら，絶えず見直され，
より確かなものへと改善する必要があります。
指定都市教育研究所連盟（以下「指教連」，現在，

16都市加盟）は，これまで40年以上にわたって共同研
究を行い，大都市の子どもたちの実態や意識の把握を
通して，教育の現代的課題を解明し，これからの日本
の教育の在り方について提言をしてきました。

現在行っている第15次共同研究では，これまでの成
果と特徴を踏まえ，第14次の調査結果との経年比較を
通して，学校・家庭・地域社会の子どもたちへのかか
わり方，三者の連携等について提言をしたいと考えて
います。このため，次のように主題などを設定し，研
究を進めています。

1

2
A 方法：平成19年９月に質問紙法（設問数43問）
による児童生徒の実態及び意識についての調査を
実施

B 対象：15政令指定都市に在籍している小学校４
年生，小学校６年生，中学校２年生（１学年あた
り7,200人，全体で21,600人）

3
上述の研究方法に沿って，次のように調査の観点を
設定し，各都市が分担して分析を行います。

4
昨年度（１年次）は調査問題を作成し，本年度（２年

次）は調査を実施し調査結果集計表を作成したところ
です。来年度（３年次）は，経年比較やクロス集計結
果も合わせて分析・考察を行い，報告書を刊行します。

5
次に，調査結果の一部を紹介します。

教育センター指導主事　胤森　裕暢

第10次 『揺れる子どもの自己像』（平成６年）

第11次 『子どもの社会認識をさぐる－自己確立へのたび－』
（平成９年）

第12次 『子どもがとらえた教育環境－人・空間・時間・情
報から何を学んでいるか－』（平成12年）

第13次 『教育改革の中の子どもたち－生活・人間関係・自
己像・学校の視点から－』（平成15年）

第14次 『教育の確かな営みを推し進めていくために－今を
生きる子どもたちの姿や思いを探る－』（平成18年）

家庭・地域社会
家庭・地域社会における生活 （ 12 ）

家庭・地域社会における学習 （ 10 ）

学校
学校における生活 （ 11 ）

学校における学習 （ 10 ）

今を生きる子どもたちの姿や思いを探る
－学校・家庭・地域社会における

生活や学習の継続調査を通して－

全設問の調査結果集計表は，調査問題「小・
中学生のアンケート調査」とともに，本年度末
までに教育センター内部Webページに掲載しま
す。各学校・幼稚園でアンケートを実施し，調
査結果を全国と比較するなど，今後の教育活動
にご活用ください。
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再生紙を使用しています。

題字¡広島市立江波小学校校長 水戸 静真　 表紙絵¡広島市立基町高等学校教諭 橋本 一貫

教育センターでは，指導主事が研究を進めるに当たり，次
の学校や先生方に，データの提供や先進的な教育実践等の協
力をお願いしています。

広島市立学校，幼稚園の教職員の皆様の作品を館内の各所に展
示しています。年間を通して，豊かな文化の香りとともに，憩いや
潤いに包まれています。
展示にご協力いただいた皆様，ありがとうございました。

人材育成に関する学校マネジメントの在り方に係る研究

研究協力校
本川小学校　校長　空間　浩道
江波中学校　校長　中佐　博信

教育用コンテンツの開発・作成に係る実践研究Ⅳ

研究協力員
三谷　展久（古田台小） 吉川　洋介（大塚小）
加茂　優子（温品中） 網藤　清次（瀬野川中）
小林　正平（早稲田小） 北谷　一水（段原小）
福永　　徹（宇品小） 井藤　　剛（緑井小）
満汐　順子（矢野南小） 谷田三枝子（城山北中）
國川　昌司（三和中） 瀬戸　幹夫（広島特支）


